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図書館電子書籍活用術～はじめのいっぽ～ 
ー大阪市立図書館の電子書籍サービスー 

            

平成 27年 1月 17日（土） 

           於：大阪市立鶴見図書館 

●電子書籍とは？ 

  「データをデジタル化して電子書籍リーダーやパソコンなどで読む本」 
 

●大阪市立図書館の電子書籍サービス 

EBSCOhost エブスコホスト  ＊エルトン・Ｂ.スティーブンスカンパニーの略 

図書館内の「多機能OMLIS」から、ご自宅や職場などのパソコンから 

ご利用いただけます。無料です。（図書館カード・パスワードが必要）   

 

●どんな本がありますか？ 

日本語図書         約1400タイトル →電子書籍の入口④ 

ビジネス知識の習得・資格取得・語学学習に役立つ本 

     様々な分野の専門事典類 

大阪に関する本                          例)『天神祭十二時』(日本随筆大成) など 

     日本史の基本的な歴史文献を集めた『国史大系』など 

外国語図書  英語中心 約3500タイトル  例)『Anne of Green Gables』 など 

 

●電子書籍サービスの便利なところ 

・インターネットにつながったパソコンから、いつでもご利用いただけます。  

→電子書籍の入口① 

・タイトルや著者・目次の検索に加え、提供している電子書籍の本文すべてを 

任意のキーワードで検索し、検索結果から本文を参照することができます。 

・本と同じ蔵書検索の画面から電子書籍も検索できます。          

→電子書籍の入口② 

・ウェブサイトやデータベースを横断検索できる「OMLINサーチ」では、 

ログインしていれば電子書籍本文も検索対象に含むことができます。 

→電子書籍の入口③ 
 

●ご自宅等のパソコンでは・・・ 

大阪市立図書館の図書館カード・パスワードをご用意ください。 

＊どの館のカードでも使えます。 
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2014電子書籍サービスアクセスランキングベスト5 
 

1位：Android プログラミングマスターブック                   183アクセス 

1位：英語日記ドリル                                 183アクセス 

3位：電験三種機械 平成24年度版                        162アクセス  
     ※「電験三種機械 平成25年度版」もご利用いただけます 

4位：大人の算数・数学再学習 : 小中高12年                  154アクセス 

5位：聞いて覚える英単語キクタンTOEFL test頻出編             153アクセス 
 
 
 

全文検索が有効!電子書籍がこんなお調べものに役立ちました 
 

・船場(せんば)の地名の由来を知りたい。 
 

『日本随筆大成 第3期 2 浪華百事談』（ナニワヒャクジダン・著者不明、明治27・28年ごろの著） 

「世俗に、せんばは、戦場なり。中古しばしば戦争のありし地なればといへれど、 

此説うけがたし。既に慶長の頃より人家つらなりて、船場の名あり。 

又、旧図中にも船場の名を付す。」 
 

・ヤマモモの樹皮の利用法を知りたい。 

 
電子書籍サービスで“ヤマモモ”をキーワードに検索 

『和漢薬の事典』（富山医科薬科大学和漢薬研究所/編集 朝倉書店 2002.6）に、 

「楊梅皮」について説明（ｐ.298）があるほか、“楊梅”で検索すると、他にも資料が 

見つかります。 

・『家政学事典』(朝倉書店 2004)   9.2.3 植物染色(p.739) 

「代表的な植物染料としては赤色系のベニバナ(花弁)・アカネ(根茎)・スオウ(木質)で

あり,黄色系ではクチナシ(果実)・ウコン(根茎)・ヤ マモモ(樹皮),そして青色系はアイ

(葉身)である.」 

・『新訂和漢薬』(赤松金芳 医歯薬出版 医歯薬出版株式会社 1970) 

 「楊梅」の項目に楊梅皮の説明あり(p.529) 
 

・天台宗が806年桓武天皇より宗教として認定された時の勅令の本文が見たい。 
 

『国史大系：新訂増補版3 日本後紀.、續日本後紀、日本文德天皇實錄』（吉川弘文館,1934）

「日本後紀」(p.50)に、「大同元年春正月 二十六日辛卯 天皇が次のように勅した。 

 （中略）いま朕は仏教を盛んにして、人々を利益しようと思っている。仏教の学業は一つで

あっても廃れることがあってはならず、華厳業二人、天台業二人、律業二人、三論業三人、

法相業三人と定められている年分度者が業ごとに発展を図り、学習に励むべきである。

～」といった勅命部分の記述があります。 

 


